
ロシアにおける文献学の歴史

一一ナロードニキの文献学者 H.A.ルパーキンの場合。一一一

佐々木照央

序

ニコライ・アレクサンドログィチ・ノレパーキン (1862-1946) との私の出会いは

彼の文献目録『書物の中で~ (全三巻，モスクワ， 1911-1915年，第二版)(①)を

5年前に細谷新治教授(一橋大学〕からお借りした時であった。当時はロシア史研

究の文献探索の最良の手段を得た思いであった。ルパーキン自体が研究対象になる

とは思いもよらなかった。昨年，細谷教授の指導による一橋大学経済研究所資料室

の研究会で「各国のナショナルピブの現状と歴史」というテーマが与えられ，私は

ロシアを担当した。その時に，私は「ニコンの宗教改革(十七世紀中葉)での文献

目録の利用からノレパーキンまで」というロシアの文献目録の歴史を報告した。そこ

で気づいた点は，ロシアでは文献学の歴史は思想史であること，図書館運動は革命

運動と密接な関係にあること，文献目録の作成には多かれ少なかれ社会的政治的な

目的がこめられていること，また文献目録の形式については西欧・ギリシャで開発

された方法を採り入れながらロシアの特殊事情にあわせてそれを変形していること，

などである。本稿ではルパーキンに焦点を絞り，彼の代表作『書物の中でl (第二

版〉を中心にロシアの文献学の一例を紹介してみよう。

ノレバーキン(商人身分の出身〕は， ベテルブ‘ルグ大学物理数学学部自然科学科

を首席で卒業し， 作家， 文学者， 歴史家， 図書館学者， 文献学者として 280怖の

書物と冊子， 350点の雑誌論文(新聞は除く)， 15点の目録を残した(②6)。そし

て，彼は自伝で誇らかに記しているように「ナロードニキ」の革命家であっ

*ささき てるひろ 一橋大学経済研究所

D この紹介を執筆するにあたり，大切な資料を貸してくださった国会図書館の庄野新氏，
一橋大学の細谷新治氏，有益な助言をし様々な援助をしてくださった宮地見記夫氏，小林

清美氏に深〈感謝したい。本稿ではロシア語の「ピプリオグラフイヤ」という単語を「書

誌学」ではなく「文献学」という日本語に置きかえた。 r書誌学」という言葉で日本で考
えられているものと，本稿で扱うノレバーキンの「ビプリオグラブイヤ」は多少異なってお

り，より広義の言葉「文献学」に置きかえた方がζの場合は適当であると恩われたからで

ある。なお文中のOカツコ内の数字は末尾の参考文献の指示番号，ローマ数字は巻号，ア
ラピア数字は頁を示す。
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たれ 『書物の中で』は学者として，革命家としてのルパーキンの世界観が凝縮さ

れた文献目録である。 これは未完ながらも，三巻本で約1，6∞頁(ー頁に5，600の小

活字)， 18.25年以降のロシア語図書(未完のため自然科学の項は除<)約 16，000点

(表題では22，000と記されているが実際はもっと少ない)が収録されている。収録

点数の割に頁数が多い理由は，各分類項目別に詳細な文献解説が付され，各分野の

学の発達と論争過程が説明され，必読必携文献の紹介が詳しくのべられているから

である。それ故に，これは単なる文献目録ではなく，後期ナロードニキのルパーキ

ンの見地から記述された社会科学発達史の書である。この目録の副題は『科学・哲

学及び文学・社会科学の諸理念に関するロシア語図書の展望の試み。自学自習用の

手びき， 及び一般教育用図書館，書庖の図書購入の体系化のための参考書。』であ

る。この目的にそって目録は作られ，図書選択，分類配列がなされている。ここで

は分類をとりあげてルパーキンの目録の特徴を論じてみよう。あえて分類を中心に

する理由は，そこに彼の目録作成の思想が最も明瞭にあらわれているからである。

2.分類の特殊性について

『書物の中で』の大分類は次頁の表 1のようになっている。ルバーキンは第一部

に配した芸術，文学，文芸批評，倫理道徳を「イデアリズム」に属する分野とし，第

二部以降を「レアリズム」に属する諸科学と考えた。これらの用語は「観念論」と

「実在論」という哲学的背景の区別のために用いられているのではない。彼は「イ

デアリズム」の分野を「理想創造の学J，rレアリズム」を「実在するものの研究の
諸科学」と考えるのである。彼は次のように主張する。 rレアリズムはイデアリズ
ムを排除する権限を有しない。イデアリズムとは人間の個人的社会的生活における

『あるべきもの』についての理念という意味であり，諸理想の創造である。~現存

するものの研究』という課題と，理想、の創造という課題との混同，つまり現実理解

の方法とその評価の方法とを混同することは大きな誤りであろう。 H ・H ・それら(諸

事象〉を真理という見地からのみ評価し，存在するがままを~あるがまま』の現

実の諸事実として精密に冷静に研究することだけに満足してはならない。あらゆる

人は自分の願望，欲求，関心という点から，つまり一般に主観的見地から全てを判

断する根拠をもっている。J(① 134)この主観重視の姿勢は十九世紀後半にラグロ

フによって展開され， ミハイロフスキィ達によって発展させられた思想である 310

2> DH0-6H611HorpaφH'IeCKHe MaTepHallbl， co6paHHble B 1913-1914 rr. 9. A. BollbTepoM. 
<<DH611Horp時間ecKH首c60pHHK>>，T. 1， Bbln. 2. nr.， 1917. CTp. 77.⑥257より再引用
事 A.ヴァリツキ著，日南国静真他訳. Ii'ロシア資本主義論争.JJ，ミネノレヴァ書房， 1975年

42頁~109頁にはラヴロフとミハイロフスキィの思想が適切に紹介されている。
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表 1. rr書物の中で』の大分類

第一部 芸術，文学，文芸批評，倫理， .その歴史，理論，批評との関係にお

いて

第一項芸術

1.言語芸術，文学， IT.舞台芸術， m.音楽， IV.絵師， V.彫刻，
VI.建築， VII.芸術一般，澗.芸術理論一般，美学

第二項文芸批評

第三項倫理学，すなわち道徳性と道徳的生活の理想に関する学，道徳哲学.

第一部の補論 1) ィγテリゲンツィアの問題 2) 歴史における人格の役

割の問題

第二部諸科学

第一項人類の社会生活に関する学

序.人類の歴史1.宗教・教会， IT.家族制度， m.国民教育， IV. 
政治と法， V.社会・経済， VI.物質文化， VII.統計， VsI.社会学.

第二項人類と自然環境

一一(以上は発表された部分，以下未発表の部分を序文に従って再構成〕一一

第三項有機的自然

1) 心理.人間と動物の心理

2) 有機体的人間.人体の構造と生命的動物界的纏物界

r)原生生物界

第四項無機的自然

1) 地球物理学， 2) 地質学， 3) 鉱物， 4) 物質とその変化，

5) エネルギーとその転化， 6) 宇宙.

第五項認識の方法と手段.認識の理論.

1) 数学， 2) 論理学， 3) 認識論.

第六項哲学

(①194-95， 413-424，①IT919-930，①m199-200より抽出再構成〉

ルパーキン自身が彼らの思想潮流に属すると告白しているように，ノレバーキンの文

献学理論にはラグロフらの哲学の影響が強〈反映している。ルパーキンは図書の役

割lを精神力， 人格の高揚にあるとし， そのために図書は「知識力(科学的知識)，

理解力(批判的思惟)，倫理的ヒューマニズム的社会的志向」という三つの要素を

備えるべきであるという(①113-14)。その三要素を備えたロシアの最高の書物と

して彼はラヴロフの『歴史書簡.n (1868-69)をあげている(①I14)。人間の「意

識」を重視し，道徳的発達と社会変革を訴えたこの書物の理念をルバーキンは継承

した。それ故に「意識」による創造，つまり「想像Jの分野を重視し，イデアリズ

ムをレアリズムより優先させているのである。 i想像された世界はまず何において
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現実に表現されるだろうか，人間精神のL、かなる作品の中で人間と人聞社会及び人

類の良き未来についての希望や願望や夢が具現化されているだろうか。まず第一に，

それらは芸術の世界，何よりもまずいわゆる文学作品の中に具現化されている……」

(①135)とのべ， Iイデアリズム」の分野で「芸術・文学」を彼は分類の最初に

配置した品。 しかし，その配列の順序は単に哲学的な見地からだけではなし実践

的な見地にもよるものであった。

II~雪物の中で』のサブタイトノレには I臼己形成・白学臼習用の手びき」という

目的が認されている。彼は読者の知的発達の過程を考慮し， I書物の理解に関する

問題は何よりもまず読者の学問教育と知的発達についての問題で~る。この見地か

ら全ての書物はその叙述の難易度に応じて分類されうるJ(① 1164)という Q しか

るに「……小説は全ての分野の中で最も近よりやすい分野であり，ともかぐ文学的

教養を必要とせず，よりよい理解のための特別な鍵を必要としない。学術的な書物

は事情を全く異にする。その理解のために，読者はある程度の学術用語の知識，抽

象的思考への慣れ，情報の蓄積……を必要とするJ(①1164)とのべる。従って，

自学自習者用の推薦図書目録という目的には，はじめに比較的準備を必要としない

分野，つまり文学・芸術から入る分類が適当であると考えたのであった。

ノレパーキンは芸術・文学の次に「文芸批評」を配した。 ζのことは， ロシア社会

思想史上に果たした文芸批評の役割の特殊性によるものである。 I文芸批評的内容

をもっ諸論文に接するうちに，読者は社会的諸問題や社会的傾向に対する理解を習

得していき，私的生活の理想以外に社会的な理怨もあること，何人的迫徳以外に社

会的道徳、もあること，そして社会的道徳は何人的道徳と矛盾しないばかりか，個人

的道徳と全く同様の諸要求を満足し，全く同じ原理にもとづき全く同じ規範をもつ

べき ζ とを学ぶJ(① 142)と彼はいう。彼は「文芸批評」を哲学や社会』思想のよ

うな意味に解釈しているのに読者はお気づきであろう。ロシアでは文芸批評は特殊

な意味をもった。帝政の言論弾圧下において何らかの社会批判を論文あるいは書物

の中で発表することは自殺行為に等しかった。そのために比較的当局の検閲にとま

りにくい文献目録と文献紹介の欄を忠忽家達は活用し，文献に書評を付しながら，

その書評の中で自己の思想を展開していったっあらゆる雑誌は文献目録文献紹介嗣

に忌も力を注ぎ，この欄の担当者からロシア史に残る秀れた思想家達が輩出した。

ベリンスキィ，チェノレヌィシェフスキィ， ピーサレフ， トカチョフ，ラヴロフ，

ハイロプスキィ，スラヴ派の思想家達，その他のロシア革命思想の先駆者連はこの

欄を活用した。このような習慣はデカプリスト達が「帝国公共図書館」への納本目

録を雑誌に掲載したのがその始まりであった(①110-142)。文芸批評とは言論抑圧

事 このようなノレパーキンの考え方をアレプイエヴTはマッハ主義の影響とみる(②102)。

- 28ー



が生みだしたロシア独特の思想表明の場である。社会的諸問題の認識のために読者

を文芸批評へと導くノレノミーキンの考え方も納得できょう。

芸術・文学，文芸批評の次に，彼はその段階をとおって得られた社会的倒人的理

想を「実行」に移させる学問「倫理学」を配置する。[""倫理学は人聞を……行動す

るもの， すなわち何らかの日的を追求するものとしてみるJ (① 143)とL、う。

「倫理学は人間が生活の創造者として，人々の統ーを促進する諸条件の創造者とし

て成長することを援助するJ (① 144)ということから，彼は第一部の人格形吸の

段終段階に「倫理学」を配したのである。

ノレパーキンは第一部の終りに綜括的な項目「インテリゲンツィアの問題」と「歴

史における人絡の役割の問題」を特別に設けた。彼は「倫理学Jまでの段階を通り

「道徳的理だりを追求して人絡形成を行なった人々の前衛を「インテリゲンツィ

ア」とよび， [""インテリゲンツィアは人類を動かす主たる自覚的な力であり，イン

テリは何よりもまず批判的に思考し新しい生活の諸形式を創造する， )くは長低限そ

れを希求するj'j覚的な人格であるJ(① 1401)という。そして「歴史における人格

の役割の問題」を最後に置くことにより「大衆，人民，人類」人類の生活，その生

活のプロセスそのもの即歴史，に対する影響という意味で，一人裕(リーチノスチ)

は何をすることができるかJ(① 1401)という問題を考察させようとする。

以上の第一部の構成から，ノレノミーキンの分類にみられる文献目録の目的は，まず

第一に「歴史をつくる道徳的人俗の育成」にあることが知られうるだろう。これは

需物の三要素における「社会的志向」の形成でもある。

第二部に彼はレアリズムに属する諸科学(知識力と理解))の育成〉を置く。その

分類は，配列と用語の特殊性のために奇異な感じを抱かせるけれども，これは有名

なコントの分類をもとにして作られている。コントの場合，順序は数学，天文学，

物理学，化学，生物学，社会学，であるが，ノレパーキンはそれに哲学，認識論，論

理学，心理学を加え，順序をコントの逆に配列したのである(① 151-84)。付加し

た諸科学の位置はスベンサー，ラヴロフ，レセヴィチその他の先人の万法をとり入

れており Iその意味では彼はオリジナノレではなく多くの他の思想家達の方法を繰

返しているJ(⑪143)という分類学者ケードロフの意見は妥当である。順序を逆に

する理由は，より実生活に密着した学問から入る方が初学者・自学自習者にとって

実践的な日的にかなう， とノレパーキンが考えた(① 19めからである。息子の回想

によると「ノレパ キンは1880年にオギュスト・コントの哲学と『人類教』を知り，

直ちにそれに夢中になった。彼は終生コントへの熱中を保ち続け，おそらくこの世

で最後の「コント主義者』であったJ (①15)という車。 コγ トの分類についてノL

由 ロシアでは 19世紀6O~70年代にコントの哲学を熱釘:的に受容した(⑫お~31)。第一次/
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さーキンは r……コントの分類はこの世界の笠合的で連関的な図式を我々の眼前
に展開してくれる。これまでみてきたように，現代の科学的哲学的知設の水準で可

能なかぎりこの位界を認識し理解すること，それがすなわち一般的な世界観の形成

即一般教育の主要な課題の一つである。……」とのべ， rコントの後継者達の業績
を活用しコントの分類図式をより精密に編成して，コント白身がその図式に入れな

かったいくつかの科学の位買をまず決定するとL、う最重要の課題を我々は今遂行せ

ねばならぬJ (① 175) といって，ノレノミーキンは学の分類を作っていった。彼はコ

ントの分類が一般教育の面でもIZJ書館用分類の面でも有益であると考えていた。コ

ントを応用しながらも，諸科学の*lBi郁の分類にはルパーキン独白の工夫がなされたの

例えば， r人間の社会生活に関する学」の中の「社会経済」の項の中は次の表のよ
うに分類されている(①II928-929)。

表 2.社会経済

A.現代の社会経済制度の主要な型.
世界経済と国民経済の概鋭.

同家経済:その歴史と理論.金融と財政法の学.

地域経済:地方自治体と都市.地方臼治の問題におけるロシアのゼムスト

ヴォと者1;市.
B.現代社会の階級構成.階級とその発生，現状，闘争.
1.商工業と階級.プルジョワとプロレタリアート.商工業における階級闘

争.労働l問題.
II.土地所有関係のしくみ.地主階級と良民階級.

地主貴族と農民.土地所有関係における階級闘争.農業問題.

ロシア及び諸外国の農民

A.ユートピア.ユートピア社会主義.歴史概観.

6.科学的社会主義.国家社会主義と社会改良主義.

B.サンヂカリズムとアナーキズム.

C.社会経済の理論.政治経済学とその歴史.
(①II 928-929より抽出)

このような，現状 諸矛盾ーその解決としての社会主義全体を包括する理論?

という配置の仕方からも推測できるように，ノレパーキンの分類、には「社会変草」の

理念が優先され，経済学はその変革の理論的基礎を与える手段である。またナロー

ドニキとしてのルノミーキンの独自性は， I若々の社会主義を「農民」の項目の中に配

¥「土地と自由」派の活動家プレイは，コントの人類教をアメリカで実現すベ〈渡米しコ

γミュンを作った。ラヴロフ派のナロードニキの中には「コントの図式に従って全科目を

勉強する必要性すら論ずる」者もいたという(⑬518)。
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置したことに明瞭にあらわれている。 I都市労働者」を主体とする革命をめざす社

会民主主義(マルクシズム〕は，普通ならばB1の中で処理されるのであるが，そ

れをもルパーキンは「農民」の中で扱う。その姿勢はルパーキンの属するナロード

ニキとその後継者の社会革命党がロシアの社会主義革命の基盤を「農村共同体と農

民」にみたことによるものである。そして「科学的社会主義」として，ルパ キン

は社会革命党， 社会民主党(メンシェヴィキ)， 社会民主党(ポリシェヴィキ〕の

三つを総称する。社会革命党について彼は「社会主義思想のこの傾向は哲学的社会

学的世界観においてはラヴロフとミハイロフスキィの思想に全面的に依拠し，社会

経済的な諸問題の面では主としてマノレタスの教えに，個々の命題に対し批判的な態

度をとりながらも，依拠するJ(①II 766)という意味で「科学的社会主義」の名を

付したのである。それぞれの文献目録と解説については，社会革命党はノレパーキン

自身が担当， メンシェヴィキはマノレトフ，ポリシェヴィキはレーニンが直接に担当

した。レーニンはノレパーキンからの執筆依頼を，原稿に一切の変更を加えないとい

う条件で引き受けた。またアナーキズムの項はクロポトキンが校閲し， rr宍物の中

で』全体の校閲はプレハーノフが行なったっこの意味でこの項は様々な派の革命家

の共同事業であったが，目録全体はルパーキン自身のナロードニキ主義で貫カ通れて

いる。そのために， レーニン (@111-114)やプレハーノフの{則からの批判もある

けれども，後期の主観的ナロードニキの思想がし、かなるものであったかを知る上で

の好材料をこの目録は提供してくれている。

以上，ノレパーキンの分類法を概観してきたが I自学白習者用・図書購入用」の

推薦図書目録としては採録された文献の数が多く，彼はその中で難易度に応じた印

を付して選別を試みた。ロ マ数字のIは初等教育を受けたもの IIは中等教育を

受けた初学者，皿は専門家，無印はHと皿の中間層， という選別を文献の前に示し

ておいた。また図書館を彼は， 1)農民，工場労働者用の文庫， 2)インテリゲン

ツィアのサークル用の文庫， 3)一般教育用公共図書館，の三つに分け，それぞれ

備えるべき必須文献を解説の中で示した。 1)と2)は彼が革命勢力とみなす層であ

り， これ等の結合した諸々のサークノレが自分達の「図書館」をもっていたというロ

シアの実態から，このような図書館の特殊な分け方をしたのである O

ノレパーキンの推薦図書目録の目的は何よりもまず「昨日まで打ちひしがれ虐げら

れてレた人聞を，自分はなにをしているのか，どこに行こうとしているか，いかに

それをなすべきか，いかに歩むべきか，を理解する人間へと変革することJ (① I 

156)であった3 この目的こそ十九世紀からたえず追求され続けたナロードニキの

中心的課題であった。この課題を果すための知的，道徳的な啓蒙の手段のーつ， j住

薦図書目録の最大のものが，第一次ロシア革命 (1905)以後になって合法的な主ー惣
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でルパーキンによって作成されたのである。

3.ナロードエキの革命運動と読書目録

ノレパーキンが採用した分類法は決して新しいものではなし十九世紀70年代から

80年代にかけてのナロードニキの秘密革命サークルの読書目録の分類法に良〈似て

いる。当時は無数の読書目録が地下ロシアで作られ，各秘密サークルはその目録に

従って読書をしていた。その中の一つ r自己形成プログラムJをみてみよう。そ
れは1878年か79年ごろに作成され， 1880年にモスクワのペトロフ農林学院学生日.

且.コパニョフから押収された目録である。 これにはアノテーションも序文もなし

に484タイトルの図書，雑誌論文が16項目にわかれて記載されている。その配列は，

D)文芸批評，書評，伝記， 2)倫理:道徳の基礎理論， 3)人類の原始生活，現

代の共同体，それらの相互関係と共同体の社会経済的意義， 4)アルテリ， 5)慣習

法， 6)労働者階級の状態とそれからの脱出の試み， 7)政治経済学， 8)社会学，

9)社会主義の諸問題， 10)現代社会における国家権力の要素， 11)産業， 12)歴

史(仏，独，伊，米，ポーランド，露)， 13)統計， 14)民族学， 15)哲学，論理学，

教育学， 16)小説J (⑦64) となっている。この目録は最後に「小説」を配したと

はいえ， r文芸批評」そして「倫理」へ，それから社会的諮問題へと移る方法は，
ノレバーキンの自録に酷似しており，いずれの場合も「道徳的人格形成」から「社会

問題に対する知識」へ導〈傾向をもっている。同系統の地下文献目録「カタログ」

は配列が多少異なるけれども，やはり「知的・道徳的人格の発達」と「諸科学の習

得Jを目的とする。 1882年作成と推定されるこの「カタログ」の序文によれば，そ

の分類にコントを応用し，変形しているけれども， rこの場合，一般的に採用され
ているコ γ トの分類と矛盾するのではな<.現代のロシアの現実を知るという主要

な目的にそれを応用しただけであるJ (⑦66) というように，ルバーキンと同様の

主張をする。この「カタログ」と同型の読書目録には，秘密の非合法出版で大量に

流布された「オデッサカタログ」や「チェリャーピンスクカタログ」曲がある(⑨

485-499)。後者は文豪ゴーリキィが80年代半ばのナロードニキサークルの中で青年

時代にそれに従って読書をしたカタログとして有名である(⑥257，@498)。 この

ような読書目録の流布について警察当局は「カタログの急速な普及にはある種の不

。rオデッサカタログ」と「チヱリャーピンスグカタログ」の詳しい紹介は，この他に次
のものがある。 H.B. 3.1¥06HOB， KOHItHCKO回 HHble6HMHorpaφHQeCKHe H3.1¥aHHlI 80.x 
rO.l¥OB. <<KaTopra H CCblJlKa>>， 1934， KH 4 (113)， 105-121.一一一日3HCTOpHH peKOMeH且.aTe沼b.

HO品6HMHorpaφHH8O.x rO.l¥OB. <<CoBeTCKall 6H命1H0rpa中HlI>>， 1941，地 1(19)， 152-174. 

(未見)
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審な点に気づかざるをえない。これには現時点において青年達に『読書体系』を強

制的に教え，青年達を堕落せしめんとする社会革命党員の行動と恩われるもっとも

なふしがあるJ (⑦69)と報告している。事実，ロシアの帝政に対する革命家側の

最も有効な闘争手段の一つは，労働者，農民，青年の「自己形成」と考えられ，そ

の「自己形成」のためにサークルの中で，推薦図書目録つまり読書目録を作り(①

485)，図書館(文庫〉を作る運動が盛んに行われた。

ナロードニキの変革運動は，理論的にはゲルツェン，チzノレヌィシェフスキィ，

ピーサレフ，ラヴロフ，ミハイロフスキィ，パクーニン，スラゲ派，などによって十

九世紀60年代に形成されていたが，実践的には60年代の末に開始された。 1861年の

農奴解放令に続〈政府による諸々の改革事業は， 63年のポーランド反乱， 66年のカ

ラコーゾフによる皇帝暗殺未遂事件を経て完全に終りをとげ，再び暗い反動期に入

った。教育政策は宗教と古典語を中心とし，それに満足せね青年達や高等教育を受

ける権利を制限されていた女性達の中には，あるものは圏外に留学し，あるものは

園内で自分達の自学自習サークルを形成する九 70年代に活躍するナロードニキの

ほとんどすべてがこのようなサークルや帰国留学生から生まれていった。諸々のサ

ークノレの中で代表的な最大のサークルを形成したのは Iチャイコフスキィサーク

ル」である。この組織の創立者，医学生のナタンソンとアレクサンドロフは1869年

ごろベテルプルグ医科大学の学生図書館のライプラリアンをしていた(⑬1212)。

当時大学紛争 (@10rv20)の高まりはじめるなかで，ネチャーエフを中心とする革

命派がそのメンバーであるイワノフを殺害するという「ネチャーエフ事件」が発生

し，青年達の聞にネチャーエフの革命戦術自体，すなわち帝政転覆をめざす少数者

の秘密革命組織による直接の政治闘争さえも嫌悪する傾向が生まれた。ナタンソン

達は「青年達が完全なアパシーの状態にある，彼らはネチャーエフ達の壊滅におの

のき相互不信の念が支配している。彼らの精神を昂揚し，育成せねばならぬJ (@ 

52)と感じ，ネチャーエフと対照的な戦術「道徳的人格形成」を目標に活動を開始

した。図書館員の立場を利用して，ナタンソン達は出版社♂書籍商と緊密な関係を

百 ζのような情勢をロシア政府は看過しなかった。 1865年に原稿段階の事前検閲を少し緩
和する臨時規則を制定したが，そのかわりに印刷後の検閲を強化する諸々の方策を政府は

考えた(③139).r書籍事業管理局」は図書出版を監視した。その長官になったのは， 50年
代にチェルヌィシェフスキィ達と『現代人』誌を中心に急進的な活動をして， 60年代に転

向した有名な文献学者ロンギノフである(⑧6~7)。 ロンギノフは「禁本目録」の作成5

カレントな出版物総目録の発表 (W官報』及び『書籍事業管理局報.JI.1鉛9年より〉に力を
入れた。彼は「図書館」や「読書目録」を中心とした書籍宣伝活動，自己形成運動を危険
視し， 園内での取締り(1871年ナタ γソン流刑). 圏外のチューリヒのロシア人留学生の

帰国令(1873)を発した。チューリヒでも留学生達は自分達の「図書館Jを中心に結合し
ていた(⑧29~32)。
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築きあげ，半額以下で図書頒布ができた(⑮1212)。それを各地のザークルに配布

する(配布図書目録は⑫345-347参照)ことで彼らの革命事業は始まった。諸々の

サークルは結合の中心に自分達の「図書館」串をつくり， r図書館員」を置き(⑮I
1∞-101)， r読書目録Jをそなえていた。それらのサークルに書物を補充すること
によってナタンソン達は全国的な革命宣伝団体を築いていった (@109-113)。チャ

イコフスキイサークルの一員だったチホミーロフの回想によると， rそれは，一定
のプログラムにそった読書会のために集まった男女の青年達の諸サークルであった。

プログラムはサークルのより秀でたメンバーが作成するか，文学者やリベラルな学

者のなかで青年達の尊敬を集めた様々な人物によって作られた。図書目録が傾向を

もって選択されたものであることはいうまでもない。図書は哲学的な菌ではおしな

べて唯物論的で，政治的には革命的，社会主義的であった。そういった本を読み進

み，研究報告がなされ討議された。これが『体系的な読書』と名づけられたJ (@ 

53) という。

チャイコフスキィ団はこのような「図書館設置」と「読書目録」を手段にした書

籍運動による啓蒙宣伝を，学生から出稼ぎ労働者のサークルへと広げていった(⑮

1 245-247)0 r知的道徳的人格形成」を重視する派のナロードニキにとっては， 74 
年夏に最盛期を迎えるグ・ナロード運動は， 以上のような啓蒙宣伝の活動を「農

民」にまで広げるものであった。しかし，重税と圧制にあえぐ文盲の民を前にして，

革命宣伝家にとづてまた人民にとって「知識」は社会草命を起すうえで必要か否か

の論争が激しく行なわれた。 r知識否定派J (パクーニン派〉は直接の扇動による
農民反乱を主張した。 r知識肯定派J tラヴロフ派)は自分自身の人格形成と人民
の教育宣伝による「革命の準備」を唱えた。後者にとってその手段は自分達がとっ

てきたと同じように，農民・労働者の組織化と組織内における「読書運動」であっ

た。しかし，どちらの派のナロードニキも当局の徹底的な弾圧にあって運動は壊滅

状態になった。この運動を「言葉による宣伝」の失敗とみたチャイコフスキィサー

クルは革命の「行動」を重視する戦術へと切換えた (@65-67)。こうして，読書運

動から宣伝へ，宣伝から直接の革命行動(扇動，政治テロ)へと運動の形態は変化

し， 1881年3月の「人民の意志J党による皇帝暗殺へとたどりついていく。この過激

化の過程で70年後半からそれまで必ずといっていいほど記されていた「図書館設置」

の文言は革命派の綱領から表面的にはあまり見られなくなった(⑬11)。 しかし，

実際には革命派の活動の基礎に「読書目録」が存在し続けていたことを先に紹介し

申 自分遠の「図書館」をもっ運動は69年の大学紛争の最中に高まっていった.時としてそ
れは単なる遊びゃ好奇心の産物であった r…しばしば私達は警察が図書館を追跡してい
ると思えた.そのことが私達の好奇心を高め興味をそそったJ(⑮36)という.
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た警察押収資料は物語っている。

4. ルパーキンの略歴

ルパーキンは「人民の意志」党のテロ活動の絶頂期1881年にベテルフ'ルグ大学物

理数学学部自然科学科に入学した。同じ学科にレーニンの兄，アレクサンドル・ウ

リヤーノフが83年に入ってきた。ルパーキンは入学後神経衰弱の病気と，コントに熱

中してベテノレフ勺レグ大学にある全ての学科をマスターしようと思い他の二学部(法

学部，歴史文学部〕の授業も受けた(②15)ために進級が遅れ，ウリヤーノフと共に

学んだ。最優秀者に与えられる金メダノレをウリヤーノフは86年に，ノレパーキンはそ

の翌年に受けている。二人は友人となり同じ研究サークルに属し，ルノてーキンはウ

リヤーノフの感化で「学生組合」に入った 3 ルパーキンは80年代の前年に社会主義

文献の配布や非合法文献の執筆をし，ナロ ドニキの革命運動に参加していた。彼

は「ぺテルブソレグ学生組合」のメンバーとして「革命出版物の配布に従事した」罪

で85年 5月末決勾留され，後に一年間の監視処分の刑を受ける。 87年のウリヤーノ

フ9の皇帝暗殺未遂事件と彼の刑死はノレパーキンに大きな衝撃を与え(その衝撃は

ウリヤーノフを悼むノレノミ キンの詩にあらわれている一一註9プロコベンコ参照一)，

ノレパーキンは友の刑死によって革命家となったと告白している(②17)。大学を87年

に卒業した後，彼は主として合法的な地盤でジャーナリズム，出版界で活動するO

彼のほは1875年からベテノレプノレグで貸本屋を聞いていたが， 92年に彼はそれを受け

継いだ(①381)。彼の貸本屋は進歩的な活動家達の集合の場となった。彼は従来の

ナロードニキの書}k¥"宣伝の成果が思わしくない原因を解明するため(④94-95)人

民の読書の実態と人民向けの書物の研究を続け，教育者達や様々な階層の人民との

大量の文通によって「人民の読書論」を築いてL、く o 1888年~ロシアの富』誌12

号に掲載した「人民のための読書プログラム試論J， ベテノレフツレ7読み書き普及委

申 アレクサンドノレ・ウリヤーノフも非合法のサークノレ用の推薦図書目録つまり読書目録の

作成をしていたという。 A.EJlH3apOBa， A. 11. Y Jl凶HOBH n.刃.WeBblpeB no BOCnOMH-

HaHHHM fOBopyXllHa. <<日pOJleTapCKaHpeBOJl旧日間>>， 1926， M 7 (42)， 118-123. ウリヤ
ーノブとノレパーキンの関係については， B. npOKonellKo， HIlKOJla品Py5aK即日 AJleKCall且P

YJlb月HOB.<<，Ll，py以5aHapO，11.0B>>， 1966， N2 6. c. 226-228.がある。 また， ノレノミーキンが入

学した当時1"人民の意志」党の学生組織がベテノレプノレグ大学に存在し，秘密出版の新聞

『闘争J及び雑誌『学生』を発行しながら中心的な活動として『読書プログラム』という

文献目録作成を行なっていた。 この学生組織は「ベテノレプノレグ大学中央サークノレ」とい

い1"人民の志志」党がテーガーエ7の密告で潰滅状態となった時も無事に生残り存続した

とL、う。 C.C. BOJlK， PeBOJl旧l.(HOHHble1l3，11.aHH兄 HapO，11.0BOJlb可eCKHXKpy)!{KOB neTep6y-

prCKoro yHl1BepCHTeTa B 1882 r. 8 KIl.: O'lepKH口oHCTOpHH JIe.'ll1Hrpa且CKoroyHH8e-

pCllTeTa 11. 113，11.-80 <<乃fY>>，JI.， 1968. c. 53-59. 
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員会での報告「人民の読書論」など一連の作業は『書物の中で』に結実する文献学

理論の構築の布石であった。彼は95年にリャザンに追放される。その原因は警察資

料によると，ベテノレブ、ノレグ読み書き普及委員会の活動が「政府の意向に合致せぬ精

神で発展し，遠からぬ将来，極めて望ましからざる結果にL、たりうる…・・」という

こと iルパーキンが極めて重要な中心人物であることは疑いなく， w読み書き普

及委員会』の合法出版物の配布の他に，必ずしも合法的でない事実にも従わってい

るようであるJ(②21-22) ということであった。リャザンでも彼は『人民用の文学

の研究のプログラム試論~， ~ロシアの読者大衆に関するエチュードJl (@31-104) 

を著し，人民のためには「三文小説や『人民用の』小説ではなく，本物の文学，す

なわち古典や人間の英知が生んだ全ての珠玉の作品を読ませるJ (①27)べきこと

を訴えたコこの意味で，人民にはプーシキンなどの芸術はわかりえないと考えたレ

フ・トノレストイやピーサレフをはじめとする従来の見地とルパーキンは異なってい

た。 1901年，カザン寺院広場の学生デモ隊に対する当局の弾圧に抗議した罪で，ノレ

バーキンはタヴリダ県アルシュトに流汗IJされた(③383)。そこで彼は誕生まもない

社会革命党に入党する(①48)コ彼はアルシュトからクリミアに流刑のJ也を移り，

1903年に刑期を終えるとジュ不一プに行った。そこで在外の社会革命党員やプレバ

ーノフらと接触する。その年に病気のためd同国した彼は1904年「全露職業技術教育

者大会J (帝国技術協会主催)を利用して， i人民の自学自習者」とL、う報告を行

ない，その報告に革命を称揚する内容をもりこんだ罪でその 2日後にプレーヴェ内

相の命令により永久国外追放となり，再びスイスに行く。 1905年の第一次ロシア革

命とその年の秋のプレーヴェ陥ー殺の結果，彼の処分は解除になり帰国を許された。

彼は1902年の四月のシピャーギン内相暗殺に関与し，社会革命党の戦闘回の活動に

直接間接に加わりながら(②48-62)，1903年から『書物の中で~ (第一版〉の作成に

着手し， 1905年の革命で言論出版の自由のわくが広げられた直後1906年(実際は

1905年の末〕に発表した。第一版は収録点数7，500で1904年以前の文献を合んでい

た。それは方法論においてもまだ未完成の状態であったこと，革命後の言論の11rll 

の拡大により急速に出版物が噌加したとL、う時期的な不運などから，成功したとは

いえなかった(⑫187-188)。

1906年，彼の息子アレクサンドノレが革命歌集作成のかどで逮捕されると，彼自身

も身の危険を感じベテノレフソレグからそこに近いフィンラント‘側に居を移した。ベテ

ノレブソレグを去るに際し，彼は115，000"，130，000fl日にのぼる哉討を，革命後に誕生した

合法的啓蒙団体「全露教育連盟」に無料で寄贈した(③384)01906"，07年にかけて

革命後の反動期に入り，社会革命党の出版社も潰されていき(③134-136)，彼の逮

捕も時間の問題となった時， 1907年にスイスに亡命した。 1909年，社会革命党の中
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心人物アゼフが警察のスパイであった事実が証明された(⑧178-184)。ノレバーキン

は1903年からアゼフに疑念を抱き追跡調査を続け，アゼフの正体の暴露に貢献した

一人である(②102)0 iアゼフ事件はエスエノレ党から永久に脱退する気持を私に起

させたばかりでなく，自分の革命観から一切のテロリズムを放棄させたJ(②146) 

とルパーキンは告白する。 1909年に彼は社会革命党を離脱し，それ以後文献学の理

論的構築と『書物の中で~ (第二版〕の作成に没頭した111>。 しかし革命家達との親

密な関係は保ち続け，彼の文庫は在外の各派の革命家のたまり場であった。メンシ

ェグィキのプレハーノフ，マルトフ，マースロフ，ボリシェグィキのレーニン， ト

ロヤノフスキィ(前駐日大使の父)，クノレプスカヤ， ルナチャルスキィ， そしてナ

ロードニキの人々E.ラザレフ， B.プィグネルなどをはじめ多くの革命家がノレパ

ーキンの文庫を利用した(⑧〉。 ゲルツエンの娘ナターリヤの文庫， 第一インター

の活動家グスタフ・プロシェの文庫が彼の文庫に加わり，またも膨大なルパーキン

文庫ができあがっていった。

1917年の i2月革命」の方はルパーキンは熱狂して迎え，その気持を伝える冊子

(⑧〉を書いている。しかしi10月社会主義革命Jは複雑な気持でみていた。彼の友

人で有名な作家のロマン・ロランの手紙によるとルパーキンは「今の統治者達(ポ

リシェヴィキ〕と思想をーにするわけではないけれども，彼の期待にそって聞けた

洋々たる未来に向って，せきを切ってでてい〈新しい生活の奔流に，歓喜してい

るJ(②109)と記し，ノレバーキンの革命歓迎の様子を伝えている。しかし，その喜

びも最初のうちだけであった。彼は引き続〈ロシア圏内の内乱に心を痛め，宗教的

にロシアの民を救済しようと企図したアメリカの伝道師達と行動を共にして，ロシ

ア人にヒューマニズムの念を植えつけるための書物を執筆した。ロマン・ロランと

の親密な交際(②106-111)のころ， 第一次大戦期から革命期にかけて， ルパーキ

ンはトルストイ主義に傾き，その後1930年代からガンジーと知り合いガンジー主義

に傾倒していたという(①146)。 文献学の分野では 1916年ジュネープのノレソー教

育研究所にピプリオ心理学部門が設置された後，彼は主観重視の立場をさらに徹底

させた「ピプリオ心理学」の構築に没頭する(④103-112)。不可知論をもとにした

この理論に従うと i言語，文章，書物は意味の伝達物ではなし各個人の記憶内

の心理的追体験を喚起するものである。このことは，作家が自分の作品に何をこめ

ようが，演説者が演説で何をいおうが，その内容は講者ないし聴衆に届きはしない，

ということを意味する。 H ・H ・あらゆる読者聴衆は他人の言説に自分個人の反映をみ

るにすぎないJ(②139-140)という。それ故に「書物は読者の個人的感謝と思惟を

l申 この時点でもロシア園内の様々な人々との大量の文通によって読者に関する研究を続け
ている(⑤〉。
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呼びさます，・・・…そこに書物の価値があるJ(②140)という10。 しかし I書物や

言語が内容を伝えるものでなL、」としたら，その推薦図書目録を作る行為は何を意

味するであろうか。 11書物の中でJは未完に終った。理由は出版社とのトラプルと

されている(⑫〕。しかし， Iピブリオ心理学」への没頭という彼の内面的事情にも

未完の一因があろう。

ノレバーキンは次第にソ連で忘れられていく。彼の膨大な書物，論文， 目録などは

スターリン時代に完全に黙殺された。しかし，ルパーキンは自分の回，OOO~100，OOO

冊にのぼる文庫を死後に祖国ソ連へ寄贈した。亡命後に集めたこの文庫はレーニン

図書館にある O 亡命前に無料で寄贈した文庫は利用者達の不道徳で散いつし，文庫

の価値を失なって，数々の図書館に分けられてしまった。

本稿ではより主観的傾向の強いナロードニキのルパーキンをとりあげてみた。ナ

ロードニキの代表的な文献学者としては，他によりリベラルな傾向のヴェンゲロ

プ，より唯物論的見地の強いヂ、ェルノフ(@)(元「人民の意志」党員〕がいる。

他にも多数の秀れた文献学者をナロードニキは輩出し，モスクワピプリオサークノレ

(1889~ 1930)， ロシアピプリオ協会 (1899~1930) を中心にナロードニキ文献学

者達が活躍しているが，その紹介は別の機会にゆずろう。今回はノレパーキンを借り

て戸シアの文献学の歴史の一端をみてきた。序で紹介したように，文献学と社会思

想はロシアでは密接な関係にある。この面からのロシア史研究はソヴィエトで歴史

研究者よりも文献学者図書館員によってこの20年間に急速に進んでいる。この成果

の謙虚な吸収が今まで日本で見逃されている。帝政ロシアの言論弾圧下における数

少ない思想表明の場の一つであった文献学や，変革運動の実践の一つのあらわれと

しての図書館運動及び出版活動の研究は，ロシア史研究の深化のためには不可欠で

あると思われる1<1)0
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